私 は、 たしか 去年の 正月、 某 新聞の 需め によって、 

「劇壇へ」 とい ふ 一 文 を 発表し ました。 今、 築地 座 (多 

分 宣伝 部から) の 依頼で 何 か 書かなければ ならない の 

です が、 ふと 思 ひついた の は、 その 「劇壇へ」 とい ふ 

文章の 中で、 紙数がない ために、 云ひ尽 さなかった 一 

項目、 即ち、 「観客へ」 の 希望 を、 この 機会に 敷衍 させ 

て 貰 はう と 思 ふので す。 

さて、 便宜上、 その 「劇壇へ」 の 冒頭 を 少し 引用し 

ま ^9 

『註文に より、 「劇壇へ」 と 呼びかけ はし ましたが、 

少く とも 今日の 私に とって、 その 相手 は どこに ゐる 



と、 口へ はま だ 出さぬ が、 ちらりと 売子の 顔 を 見 上 

げた。 さあ、 これからの 応酬が 見 ものです。 

しかし、 観客 諸君、 安心して 下さい。 築地 座 は、 私 

の 見る ところ、 今、 急いで 正札 をつ け替 へて ゐ ます。 

のみならず、 柄い き 以上に、 地質の 吟味に とりかかつ 

てゐ ます。 

国産品への 着眼 は、 単に 時代への 迎合ば かりと はい 

へ ます ま V 

つまり、 さう いふ 矢先であります し、 私から、 築地 

座 を 初め 一 般 新劇の 見物 諸君に、 特に 希望して おきた 

いこと は、 将来、 新劇と いふ ものの 親方 を 変へ ていた 



いふ 意味、 幕 を 上げる の は、 見物に、 拍手 をして、 俳 

優い や、 世間に この 芝居の 成功 を 告げ 知らせよ とい ふ 

意味なん でせ う。 滑稽な の は 幕が 下りても、 俳優 は 裏 

へ 引っ込まない。 舞台へ 整列して、 幕の 上る の を 待つ 

てゐ る。 拍手 をし ないで ゐられ ます か。 私 は、 伊太利 

で 十一 度、 仏蘭西で 六 度、 独逸で 四 度、 幕の 上り下り 

した 実例 を 知って ゐ ます。 新聞の 劇評 は、 その 度数 を 

書き上げて 成功の 程度 を 報じる とい ふ 次第です。 劇場 

から 社交的 空気 を 一 掃す る ことが、 演劇の 純化に 役立 

つと 考 へる ものが あつたの も、 不思議で はあります ま 

ヽ o 

レ 



酬いら るる こと 少き 彼等 をして、 俳優た るの 幸福 を満 

喫させて いただきたい。 と 同時に、 落第点 以下の もの 

に は、 気の毒で も 「焼き 林檎」 をぶ つけ、 再び その ま 

まで 舞台に 現 はれる 無恥と 大胆 を 繰り返させず、 俳優 

たるの 難き を 肝に 銘 じさせて いただきたい。 これ は、 

これからの 新劇の ために、 諸君が 与へ 得る 唯一 無上の 

協力であります。 ( 一 九 三 三 • 二) 
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